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と英語教育 (5)

一一非対格性の仮説から発想の違いへ

国 中 彰

Linguistic Theory and English Teaching (5) 

From Unaccusative Hypothesis to Different Ways of Expression一一

Shoichi T ANAKA 

This paper is conc日rnedwith thεUnaccusative Hypothesis and its relation to differ巴ntpreferences of 

ways of expr巴ssionin English and Japanes巴. The hypothesis shows that English verbs have two types of 

intransitiv巴verbs:unergative and unaccusative verbs. Ergative verbs， a type of unaccusatives， have a 

systematic alternation of transitiv巴andintransitive uses. I deal with there-constructions， cognitive object 

constructions， resultative constructions，呂ndadj邑ctivalpassives， showing that the Unaccusativ日Hypothe-

sis， if correct， c註ngive a sufficient basis for making a re註sonableexplanation of these ph巴nomena.

From the reanalysis of English verbs and “5 basic sentenc巴patterns，"I argue that learners should have 

an understanding of differ巴ntpreferences of ways of expression in English and Japanese: English shows 

a preference for DO expressions and J註panesefor BECOME巴xpr巴ssions.

1 .はじめに

現在の英語教育が「英語コミュニケーション能

力jの養成を重視するものになってきたことは

うまでもない。この背景には、文法をマスターす

ることが必ずしも(特に会話による)伝達能力の

習袴iに結びついていないということがあるであろ

う。その背景から出てきたコミュニカティブ・ア

プローチの枠組みでは、伝達能力 (communica-

tive competence)の内容を次の四つの要素に分け

ることもー殺に認められている。 1

(1)①文法能力 (grammaticalcompetence) 

②社会言語学的能力 (sociolinguisticcompe恥

tence) 

③談話能力 (discoursecompetence) 

③方格的能力 (strategiccompetence) 

①は発音、語い、文法に関する知識・龍カであり、

舎は適切な文を適切な場面で使える知識・能力、

③はまとまりのある談話や文章を理解し、構成す

る能力、④はことばの伝達をうまくはこばせるた

めの捕修能力とされる。 2①については従来教室

で扱われてきた内容であるから問題ないとしても、

②舎④についてはいくらか説明が必要であろう。

たとえば、 hadbeUerという表現を二人称で目上

の人に対して用いると、場合によっては警告や皮

肉にとられかねないので、通例臣下の入に対して

使うというような知識は②である。@は文章の構

成が古い清報から新しい構報へと流れているのが

原則であることを知っていること、代名詞・接続

認を適切に使えるということが含まれる。④は、

たとえば、「ケネディ大統領は何番目の大統領かっ

と尋ねるときに、“Ishe the 33rd President?"の

ように尋ねて、目的の“No，he is the 35th Presi-

dent of the United States."という答えを引き出

すことができるような能力である。
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最近これらの要素についてさまざまな検討が加

えられており、その成果は言語教脊に貢献してい

る04しかしながら、これらの翻々の要素について

の考察に加えて、それぞれの能力を有機的に結び、

つける方向での考察も不可欠である。本稿では、

この方向から、①の文法能力の原理的な現象を考

えることによって、②③告の基となる英語の表現

の傾向(好み)と呼べる事実を考察する。具体的

には、英語の5文型を再検討し、より柔軟性のあ

る構文指導をさぐる。構文をつくる動認の交替現

を見て、英語と日本語の表現上の発想の違いを

理解する助けとならないかを考える。これは、逆

に見れ託、沼英語の発想、の違いを文法のレベルま

でもどって、文型という表現に還元する試みにな

る。ことばに基づく発想、の遠いを知ることで構文

の転換という方策があることを

2.文型とその問題点

英語教育では、英語の文をいろいろ

してきた。たとえば、次のような分類がある。

(2) a. 1 am a student at this university. 

司王叙文

b. How come this place is a mess?疑問文

c Stop by any time.命令文

d. How easy this is!感嘆文

e This is not what 1 meant.否定文

この分類は、文の機能と結びついており、

に文脈での文の意味をはかる手がかりとなるであ

ろう。しかし、ことばは画一的ではない。この分

類の問題点は、学習者がこの分類を機能の分類と

同ーのものであると誤解するところにある。たと

えば、疑問を発するときには疑問文を使わなけれ

ばならないという誤解をもってしまう。実際は、

平叙文の形式でも上昇認のイントネーション

えば疑問を表すことができるのであるから、 (2)の

分類は形を分けたものに過ぎないということに留

意すべきである。つまり、形式と機能は相対的で

あり、その対応は柔軟性のあるものである。たと

えば、 Whydon't you -?やYoumust not-. 

の表現からわかるように、命令をする機能を疑問

文や否定文にもたせることができる。 (2)のような

分類は機能とは別のものであることを学習者に認

識させる必要がある。

同様の問題が 15文型Jにもある。学校英語で

いう 15文型J，土、 S、V、O、Cを核として 5つ

の型に分けたものである。 5文型による構文指導

には、その有用性と並行して多くの問題があるこ

とが指摘されてきた。 6

(3) 1. SV . The sun is shining. 

2. SVC Your dinner seems ready. 

3. SVO That lecture bored me. 

4. SVOO 1 must send my parents an anni除

versary card. 

5. SVOC Most students have found her 

reasonably helpful. 

5文型分類の前提は、名詞匂や形容認匂を S、。、

Cとして文に必須のものであるとすることである。

助動詞や酎詞勾は勘定されない。いわば骨となる

文の核の諮造をとらえた分類と言うことができる。

そこで、 (4)を考えてみよう。

(4) a. My office is 

b. Y ou can put the dish Qn the table. 

上の前提によれば、 (4a)はSV、(4b)はSVOとな

るが、下線音ISの副詞匂を省略した文は成立しない。

そうなると、文の核がなくなると考えなければな

らない。

(5) a. ネMyoffice is. 

b. 家You can put the dish. 

したがって、これらの文の翻詩句(前置詩句)は

必須の要素である。このようなことを考慮して、

(4)の2文型を 5文型に足して、基本文型は 7文型

とする文法昔、静香が出てきている。 7

(4)に基づいて文型を示す。 (Aはadverbial(開

詞匂)とする。)

(6) a. My office is in the next building. 

S V A 

b.支出 can四E生旦車sh0立生旦旦担金・

S V 0 A 

以上の考察から、基本文型を 5文型、 7文裂の

どちらにするにしても、指導上はそれが文の分類
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の厳密な基準であるとするのではなく、構文を理

解するための一手段である(あるいは一手段にす

ぎない)と考えることが妥当であろう。

しかしながら、基本的な文型がわかっており、

特定の文製や構文を把握することは文の理解に不

可欠であり、取り違えることは大きな誤解になる

のも事実である。したがって、文型や橋:文を正雄

にとらえることは文法能力の基本と言うことがで

きる。では、 5 (7)文型の柔軟な理解とはどう

いうことであろうか。文型を分けるにしても、そ

れぞれの文型は独立したものであろうか。さらに、

基本文型を形成している文法の校総みと呼べるも

のがあるであろうか。それは、言語の佐賀やこと

ばのもつ発想に接ざしたものである可能性はない

であろうか。特に、基本文型の報!となっている動

詞分類にそうした特設があるのではないか。次節

では、これらの問題を考えてみる。

3 .非対鵠性の骸競(Unaccusative対ypothesis)

5文裂についてよく見ると、個々の文型開には

何らの関係があるのではないかという疑簡が生じ

る。実際、核となっている V(動詞)がとれる文

塑はひとつに限られない。たとえば、動認によっ

ては多くの文型を可能とするものがある。 8

(7) a. 1 found the map. (SVO) 

b. 1 found her a Mexican. (SVOC) 

c Mary found me a taxi. (SVOO) 

このような場合は、動部に意味の輔があり、可能

な文裂が複数あるという指導になると思われるが、

英語ーには自動詞用法と他動詞用法をi奇形態で許す

体系的な文型の交替がある。

(8) a. The tomatos grow. (SV) 

b. J ohn grows the tomatos. (SVO) 

(9) a. The glass broke. (SV) 

b. J ohn broke the glass. (SVO) 

(10) a. The theory developed. (SV) 

b. John developed the theory successfully. 

(SVO) 

自動詞の主語と他動詞の目的語が同じであること

に注目したい。動詞の意味内容も自他の違いはあ

るものの、ほほ毘じ現象を指すと言えるであろう。

ここでは、話弧に示したように、 SVとSVOの交

替が起こっている。この交替は動詞の語数レヴ、エ

ノレの問題であり、たとえば態の変更である能動丈

と受動文の関保とは奥なっている。この交替を示

す英語の動向は、実i警かなりの数に上る。 9このよ

うな交替が数多くあることは英語ということばの

特徴である可能性があり、さらにその意味すると

ころを考えてみる必要がありそうである。

英語の動詞を自動認とJrt包動詞に分けることは、

文法の初歩であるが、 (8)(9) (10)で見た SVと

SVOの交替現象を示す動詞を見ると、自動詞用法

での主語は状態や柱置が変化するもので、しかも

自分の意志で動作をするのではなく、自然にそう

なるという意味合いをもっていることがわかる。

その証拠に、意思や意志、が必要な自動詞の場合は

上で、見た白地の交替がない。

(11) a. J ohn swam across the river. (SV) 

b. *The teacher swam John. (SVO) 

(12) a. Mary danced. (SV) 

比率Thedirector danced Mary. (SVO) 

(13) a. Mary smiled. (SV) 

b. *The story smiled Mary. (SVO) 

また、生理的現象を表す動詞にもこの交替がない。

(14) a. The baby slept. (SV) 

b. 場'Thebaby.sitter slept the baby. (SVO) 

以上のことから、自動詞には意味により地動詞構

文と交替するものとしないものの2種類があるこ

とがわかる。この区別を、後で見るは討す格性j

の仮説にしたがって、非対格自動詞と非能格自動

詞と呼ぶことにしよう。その英語の動詞の分類を

次のように示すことができる。

(15)汁也動詞

」自動諒一「非能格自動詞

」非対格自動詞

(16) a. Mary wrote a letter. (他動謁)

b. Mary talked. (非能格自動詞)

c The glass broke. (非対格自動詔)

I~ド対格性の仮説」とは、「非対格自動詞は基底で

は目的語位置にある要素が主語になっているJと
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いうもので、 Permutter(1978)が最初に提案した

ものである。 10その分類をまとめておこう。 11

(17)非対格自動詞

a 形容認を含む状態動詞:be 

b.受け手 (Patient)が主諾となる自動詞:

burn、breal玉、 drop、sink、melt、open

c 存夜や出現を表す動詞:happen、occur、

exist、last、remam

d.感覚と関係する放出動詞:shine、smell、

clang、glow

e アスペクト動詞:begin、start、stop、

continue 

これに対して非能格自動認は次のような動認とさ

れる。

(18) a.意志や意関をともなう行為の自動詞:

work、tall玉、 think、walk、knock、cry

b.生理的現象を表す動詞:cough、vomit、

sleep、belch

ここで注意しなければならないのは、非対格自動

詞のすべてが自他交替するわけではないことであ

る。 (8)(9) (10)で見た自他の交番を示す動詞は典

型的に(17b)にあたる。そうすると、影山(1996: 

140ff)が示しているように、同形態で自他交替す

る動認類を能格動詞12とし、それ以外を非対格動

詞と区別することが可能である。この下位分類を

含めた動詞分類を示すと次のようになる。

(19)什出動詔

〕段委主詔一「非能格自動詞

」非対格自

γ一能格動詞(自他交替するもの)

」非対格動詞(能格動詞以外)

この区分にしたがって、今後は自他交替する自動

認を「能格動詞j、能格動詞以外の非対格自動詞を

「非対格動認jと呼ぶことにする。

能格動認が示す自他交替と (3)で見た 5文型の

形式を患い超こすと、能格動認は第1文型と第3

文裂で(動詞が開形態で)交苓可能である。伝統

的に言えば、能格動詞は自動詞用法と他動詞用法

をもっということになる。英諾の文法上重要なの

は、非対格性的仮設を認めないと、自動詞用法と

他動詞用法は個別の現象となってしまい、一定の

規則的な対応関係があることを見落とすことに

なってしまうことである。特に、地動詞用法の呂

的語が自動詞尽法の主語にあたり、問形態の動認

の意味内容が等価であるということは英語の特徴

的現象と替える。また、そうした動詞群13があると

いう事実は重要な雷語的意味をもっているはずで

ある。(どちらの構文が基本となるかが問題にな

る。)さらに、この事実は第 l雷語としての習得だ

けでなく、英語を外国語として学習する場合にも

意味をもっと推測できる。

一方で与、日本語は自動詞と飽動詞で形態が異な

る。 (17b)にあげである英語の動詞にあたるもの

を見てみよう。

(20) 自動詞 他動詞

burn 燃える 燃やす

break 壊れる 壊す

drop 落ちる 落とす

sink 沈む 沈める

melt 洛ける 溶かす

open 関〈 開ける

このように日本語では自動詞と他動詞で異なる接

辞形態があり、複雑な状況が見られる。英語では

語JI僚による文法関係を見ると、日本語では主語に

i-が」が対応し、他動詞の目的語に i-をJが

対応することになる。日本語では、他動詞から自

動詞を導くく自動化〉、自動詞から他動認を導く〈地

動北〉、 i可じ語幹から自動詞と他動詞を導くく調鍾

fち〉の3つの接辞による派生が知られている。 H 開

題は、英語の場合と荷じように、どの形式が基本

形として日本語の発想、の基本になっているかであ

る。この問題は英語と比較しながら第5節で見る

ことにする。

ヰ.程観の検誌

上で見た非対格性の仮説「非対格自動詞は基底

では自的語位置にある要素が主語になっている」

にしたがって動詞の基底構造を示すと、次めよう

に簡略して示すことができる。

(21) a.名詞句+動詔十名詞旬。(他動詞)
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b.名詞匂十動詞。(非能格自動詞)

c 十動詞十名詩句。(非対格自動詞)

(21a)と(21b)はもともと基底主語のある文であ

るから問題はないであろう。問題は、主語がない

(21c)の基底構造である。これを便宜上「非対格構

造Jと呼ぶことにしよう。さらに(21b)を「非能格

構造」と呼ぶことにする。これらの基底構造は生

成文法の枠組みでは一般に認められている 15が、

論証が済んでいる構造であるとは言えない閣も

持っている。証拠とされる統語論的議論を見てお

くことにしよう。

まず、非能格構造(21b)と非対格構造(21c)を確

認しよう。

(21) b.名詞勾十動認。 (SV)

C 十名詞句。 (VO)

この構造の遠いが語JI援の違いとして、動認に対応、

して表荷上出てくるようなことがあれば、仮説を

支持することになるが、実際、イタリア語では、

非能格と非対格の対比が語JI演に出る。移動や状態

を表す非対格自動詞の場合、主語は動詞の後にく

る。

(22) a. Entrarono degli soldati. 

(Some soldiers came in.) 

b. Accadde un'incident. 

(An accident happened.) 

これに対して、動作主や経験者の場合、主語は非

能格自動詞に先行する。

(23) a. Giorgio parlava. 

(George was speaking.) 

b. Mio fratello dormira. 

(My brother wiIl sleep.) 

このように、イタリア語では(21b)(21c)の基底構

造を表j習の語JI僚が反映していると見てよい。 16

SVOタイプの英語ではこのような対比がそのま

ま表躍で出ることはないが、以下で見るようにい

くつか非対格性を支持する構文がある。

ヰ.1.γhere構文:その例外殺の扱い

5文型の指導においては、 there構文の取り扱

いが問題となってきた。 Thereを主語とみなして

SVOや SVCとしたり、動詞の後の名詞勾が意味

上の主語であることから主語を動詞の後に移動し

て、空いた主語の位寵に thereが挿入されるとす

る指導になっている。この構文は特殊構文、例外

構文とされるべきものであろうか。 (21c)の非対格

構造をみると、主語の位置は空になっている。そ

こで、その位寵に thereが出ると考えてみよう。そ

うすると、 there構文に出てくる動詞は非対格自

動詞ということになる。実際、この予溺は実証さ

れる。 17

(24) a. There comes a time in the lives of most 

of us when we want to be alone. 

b. There lay a statesman of no mean 

qualities: (BROWNコーノfスから)

(25) a. 本Therequarreled two boys in the room. 

b. *There wrote a housewife a fascinating 

novel. (影山1996から)

ただし、 there構文は機能的には存在や出現など

場面への提示を表すので、非対格動詞であっても

消失や消滅の意味になると不可能である。

(26) a. 本Theredisappears a monster into the 

sea. 

b. *There vanished two boys from the 

sight. 

このように there構文の基底が(21c)の非対格構

造とすると、 there構文は第 3文型になろう。

Thereが挿入されず、代わりに目的語の位置の名

詞匂が主語にあがると SVの自動詞構文となるの

である。 Ther・eが挿入できる条件は、存在・出現

を表す動詞でなければならないことである。 18

4.2.需族密的諮檎文:扇動誤が鼠的諮をとるとい

う伊j外性の説明

英語では、河族目的語構文と呼ばれる、自動詞

が自的語を例外的に取っているような構文がある。

非能格自動詞の基底構造(21b)と非対格構造(21

c)を見ると、前者では基底で自的諾はないが、後

者では目的語があることになる。したがって、関

族自的語を取ることのできる自動詩は、前者の非

能格自動詞に眼られ、非対格自動詞では不可能で‘
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あるという予測ができる。実際、大部分そのとお

りのようである。

(27) a.時arysmiled a bright smile. 

b. J ohn slept a sound sleep. 

(28) a. *The ship sank a str‘ange sinking. 

b. * An accident occurred a mysterious 

occurrence. 

したがって、非能格自動詞の基底では日的諮はな

く、非対格自動詞の基底では自的語があるという

(21b) (21c)の構造は正しい予測を導く。

ヰ.3‘ : i霊的籍制約

英語の結果構文は一文で、2つの事象を表すこと

のできるユニーク る。 19

(29) a. Mary pushed the door open. 

b. J ohn hammered the metal flat 

(29a)は iMaryがドアを押したJということとそ

の結果 fドアが開く jという 2つの事象を一文で

表現している。 日本語では同じように表現できず、

ドアを「押し(て)開いたjとしなければならな

い。 (29)のopen、flatは設的語を修飾しており、

かかることはできない。

(30)孔 *Mary pushed the heavy door 

exhausted. (重いドアを押して疲れた。)

b. * J ohn hammered the metal happy. 

(金属をたたいて楽しくなった。)

このように、結果の述語は目的語だけを修飾する

ことを夜接自的語制約 (DirectObject Restric骨

tion:以下DOR) と11乎ぶことがある。

(31)DOR 

結果述語が叙述する名詞匂は目的語でなけれ

ばならない。

これまでの併文の動詞は他動詞であるが、結果構

文は自動詞でも成立する。ただし、成立するのは

非対格自動認(能格動詞)で、非能格自動詞では

成立しない。

(32) a. The water froze solid. 

(水はJ東って関まった。)

b. *The dog barked hoarse. 

(犬は吠えてi殺をからした。)

(31)のDORが正しいとすると、 (32a)では結果の

述語solidが主語にかかることになり、 DORに反

する例となってしまう。これらは、非対格性の仮

説から説明できるであろうか。

ここで、非能格構造(21b)と非対格構造(21c)を

もう一度確認しよう。

(21) b.名詞勾十動語。(非能格構造)

c 十動誌十名諮句。(非対格構造)

前者では基底で目的語はないが、後者では目的語

がある。後者の自動説用法では、動詞の後の名詞

匂が主語の位置にあるため、痕跡(trace:t)が残

されると仮定してみよう。そうすると、 (32a)は次

の構造になる。

(33) The waterj fr‘oze tj solid. 

し一一一一_j

つまり、 thewater は主語になっていても、結果の

述語と直接の関係を持つのではなく、目的語の設

置にあるしが簡に介在することになる。この痕跡

は目的語の位置にあるので、DORの違反とはなら

ないことになる。一方、 (32b)は非能格構造である

からそのような痕掛はないので、DORに違反し非

文となると正却しく説明できる。非能務自動詞でも

目的語の位置に名詞句があれば、DORに違反せず

結果構文は成立する。

(34) a. The dog barked itself hoarse. 

(犬は吠えて殺をからした。) 21 

b. Mary ran the soles off her shoes. 

(Maryは走って靴底が剥げた。)

このように、結果構文の持つ特畏性もまた非対格

性に基づく (21b)(21c)の構造で的確に説明でき

る。

4.4. 

さらにいろいろな現象を見ることもでき、多く

の議論がある。 22たとえば、形容認的受動形

(adjectival passive)の現象も非対格性と関係す

る。形容詞的受動形は、次の例のように過去分詩

が名認を修飾する現象を言う。

(35) a painted car， polished shoes， fried potatos 

用いられている動詞l土地動誌であり、動詩的受動
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文における関係とi司じように、主名詩句はもとも

と目的語の関係にあったものである。そうすると、

これまで見てきた場合と同じように、目的語を基

底でもつ非対格自動詞は形容詞的受動形になれる

が、ゴド能格自動認はなれないという予測になる。

実際予測通りになる。

(36) a. fallen leaves， rotten eggs， broken legs 

b. a newly emerged scandal， a recently 

appeared book23 

(37) *danced girls、本arun boy、*acried baby 

このように語繋的なレベルの現象でさえ非対格性

の仮説を支持し、非対格構造の存在を示唆すると

ることカfできる。

これまで見てきたように、非対格性の仮説はそ

れに基づく非能格構造と非対絡構造を裏付ける

文・現象があると言えるであろう。それらの構造

は基底構造であり、表面的に見られるものと異な

るが、言語の持つ派生的な性費や階層的な性費か

ら見ると、文法的に妥当なものと考えられる。前

の節で見たように、この構造の違いをもっ動認に

は…定の意味的な違いがあるのであり、意味の普

遍性から非能格・非対格の違いを見ることも可能

である。実捺影山 (1996)は、その方向からの研

究であり、語葉概念構造を用いた精綾な議論の中

で、多くの示唆的な観察、新しい事実の指摘、分

析に基づく新解釈を行っている。

5 .毘英語の発想の違いへ

ことばのもつ発想の違いを論じる場合、倍々の

対応する表現を取り上げて、その違いを強識する

傾向がある。 24たとえば、「運転免許をとるjを英

する場合に、「とるこtakeJの逐語的な発想か

ら、1'11take a driver's license.と寄ってしまう

間違いを指摘したものや、設かに道を譲るような

「お先にどうぞjの意味でGobefore me. 

と言ってしまったりする誤りに対して、どういう

現にすればいいかを教えてくれるものであ

るG 25こうした指摘を築めた文献はかなり多く、今

でも発行され続けている。もちろん、表現につい

て知っていることは必要で、あり、それなりに英語

の慣用表現の知識を得られるものではある。しカか冶

しながら、臼本語を逐語的に英語にした表現を持持‘ 

ち出して誤tり)を指摘するfだだごご、けでで、は一J過品性の印象的

三考号察で

j逮章能カの発達に結ぴつきにくい。体系的な表現の

違い(ひいては発想法の違い)に基づく指摘になっ

ていないからである。もっと言えば、日英語の違

いについてi認定北した観念を持ってしまい、こと

ばのもつ柔軟性に気付かない弊害さえ懸念される。

より重要なのは、表現の違いを生み出すお

の発想の遠いに日を向けることであり、新し

現に出会ったり割り出したりするときに活用でき

ること江についての対照的理解を持っておくこと

である。そのような理解が、表罰的なもので、終わ

らないためには、ことば全体にかかわる表現の傾

向(女子み)を知らなければならない。しかも、こ

の傾向については表面的な文化比較から接近する

のではなく、ことばの深い理解から推測する必要

があると忠われる。この方向の考え方が正しいと

すると、より説得的な英語教育のための視座が持

られるのではないだろうか。英語教育で「英語の

発想を自分のものにするJと言われることがある

が、実際に英語ということばの表現を吟味する必

要があるのである。

前鮪まで見てきた非対格性の性質はことばの本

質にかかわる側面を持っており、そこから考えて

出してみることは臼英語の発想を開い復す意味で

よい出発点になる。とくに能格動詞 (er・gative

verb)の存夜は、表現の傾向を考える際に示唆的

である。実際、そのような指擁がコウビルド英英

辞典26にある。

(38) An ergative verb is used both in the pattern 

v and in the pattern v n， e. g. The base broke 

and Fred brola the lamp. The noun group 

that is the subject in the v pattern refers to 

the same kind of thing as the noun group n 

in the v n pattern. For example， v出eand 

laηψin the examples above are both 

breakable objects. Ergative verbs allow 

you to describe an action from the point of 



46 邸中彰

view of the performer of the action or from 

the point of view of something which is 

affected by the action. 

後半部で、能格動詞の他動詞用法と自動詞用法が

突は表現の琵に結びつくことが示されている。つ

まり、ひとつの事象をどう表現するかという際の

選択絞として、他動詩的言い方をするか、自動詞

的言い方をするかということが考えられるのであ

る。

i1t主動詞的」というのは、すでに見てきたよう

に能格動詞の地動詞用法で i-をする」という対

象に働きかける意味合いになる。他方、「自動詞的j

というのは、上の指摘からわかるように、対象か

ら状況を見る見方であり、受身的な視点であるが、

受動態のそれとは異なる。状況が成立するという

i-になる」という意味合いであると言える。つ

まり、能格動詞は英語というひとつの言語の中で

も「するJと fなる」の両方の視点が関係するこ

とを示している。問題はどちらを基本としている

かである。影山 (1996: 140ff)によれば、 iffu動詞

的」用法が基本であってそこから「自動詩的j用

法、つまり能格自動詞が作られるとしている。影

山の語護概念構造に基づく精鍛な論考を詳述する

余裕はないが、たとえば、次のような対比がある。

(39) a. The storm broke the window./The 

window broke. 

b. He broke the promise./*His promise 

broke. 

(39a) (39b)のどちらの意味合いでも他動詞構文

が可能で、あるのに対して、 (39b)に対応する自動

詞構文は成立しない。 (39a)の「窓Jがガラスなど

の素材の性質で壊れることがあるのに対して、 (39

b)の f約束jは人が破らない限り壊れるものでは

ないからと考えられる。成立する構文を基本とす

ると、飽動詞用法が基底にあることを示している

と見ることができる。影山の研究では、地動詞用

法から自動詞用法を導く反使役化が提案されてい

る。本稿では、この提案が基本的に正しいと仮定

して考えてみる。

上で見た「する」と「なる」の対比に話をもど

し、 ffu動詞用法が基本であるとすると、そこから

英語のもつ「するj的な性質が出てくるとするこ

とは大きく間違っていないと思われる。さらに詳

しい考察が必要で、はあるが、能格動詞の数の多さ

から英語という言語全体について考えてもそう言

えるであろう。これに対して、臼本語の方は第3

節で見たように、形態変化で自動詞と飽動詞の区

別をするのであるが、どう見ればいいであろうか。

影山 (1996)の指摘によると、日本語の自動詞と

他動認の自飽交替は接辞が担うために双方向の派

生が考えられ、特に自動詞から他動詞が作られる

派生が発達している。実際、日本語では受動態、

可能態、自発態、使役態など接辞による態の体系

が整備されている。また、日本語では自動詞の受

動態が可能であることを考えると、自動詞的用法

が基本となっているのではないかと思われる。つ

まり、「なる」の視点を中心にしているということ

になる。

以上見てきた、英語の「するj的な性賓と日本

語のfなるj的な性質は、多くの文献27で指摘され

いろいろな立場から考察されている。とくに、対

照雷語学の分野では英語と日本語の対応する表現

を比較することで多くの現象が明らかにされてき

ている。それらの研究でまとめられた日英語の表

現の傾向を表にすると、次のように示すことがで

きるであろう。 28

(40) 

ー-ーーー-由旬、、ー-町、『、-ー目白山ーー~、 英語 日本語

中心となる表現の傾向 する なる

中心となる構文の傾向 svo sv 
中心となる品認の傾向 名詞中心 動詞中心

中心となる指向性 もの指向 こと指向

つまり、ある事象をことばにする捺、英語はする

表現を基本に考えるので、他動詞構文であるsvo
の文型が中心となる。この構文に表現をまとめ上

げるには名詞(匂)の中に意味内容を磁縮するな

どの工夫が必要になる。たとえば、無生物主語構

文にその傾向を見ることができる。

(41) Your ignorance of theology and medicine is 
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appallingF9 

また、ここでは、表現の際に明らかに「ものjを

取りかかりとして表現しようとする発想がある。

地方、日本語はなる表現を基本にするので、次の

ように、英語ではSVOで表現することをr-にな
るJ(SV)の形にできる。

(42) a. We are going to give a party next week. 

b.米週パーティを開くことになりました。

すでに見たように、校本語では接辞が発達してお

り、英語とは逆に動認が表現の要になり、ひとつ

の出来事や状況が成立するという「ことj指向が

ある。詳しくは出典の議論に設らなければならな

いが、以上のようにまとめることは妥当であろう。

さらにいえば、 rxカ"，'___する、 XがYに~するjと
いう英語型が rxが~になる、 XがYによって
~になるjという日本語の型と対応するというこ

とである。もちろん、この傾向は棺対的なもので

あって、どちらの言語にも「する」と「なるJの

表現はある。 (40)で示しているのは、表現をつくっ

たり、発想する際の傾向であることに留意された

し三。

6 .構文の転換

これまで見てきたように、非対格性の仮説i土譲

数の構文で検証可能で‘あり、さらに英語の表現と

その傾向に多くの示唆を示している。この表現の

傾向から英語の指導上の背景的な留意点、ことば

の学習における方策といったものが考えられない

であろうか。 (40)で見た表現の傾向の差を、前半

で見た英語の動詞が示す構文から見るとき、英語

と日本語のずれを修複するような見方があるので

はないであろうか。つまり、英語が「するj的な

言語であるならば、「なる」的な言語である日本語

を母語とする学習者が英語を習得する際には、あ

る穂の体系的な調整30が必要とされるのでないか

ということである。この見方が正しいとすると、

日本語話者が英語を習得する際の態度を示すこと

ができる。本節ではこの問題を見てみよう 031

表現しようとする事象は向じであると苦えるの

で、まずそこから考えてみる。事象を表現する捺

の基本的な文の意味夕イフブ。を考えてみよう七。まず、

「するjとしたものlは土 「円イ何可カかミカ

う「行為 (action)Jと2考号えられる。また、「なる」

としたものは、日本語が示唆するとおり、基本的

には「侍かが~から~の状態になるJという移動

の関係と捉えることができる。これを過程 (proひ

ess)と呼ぶことにする。しかし、事象を扱う擦に

は、こうした動きのある場合ばかりでなく、ある

物が単に「ある(いる)Jという静止の関係を足さ

なければ、ならない。これは意味論では状態(state)

と呼ばれる。中右(1994)32にしたがって、この宥

為・過程・状態の 3つは現実世界の事象を認知す

るi懇の基本的な捉え方と考える。さらに、この基

本的捉え方にはそれぞれの言語で表現される表現

恕があると仮定してみよう。英語の場合、それら

をそれぞれDO、BECOME(COME)、BEのタイ

プと呼ぶことにしよう。対応、する日本語の表現タ

イプをスル、ナル、アル(イル)と呼ぶことにす

る。以上を図式北してみると、次のようになる。 33

(43) 状態 過程 行為

英 BE

な

BECOME 

な

DO 

3 

日アル ナル スル

矢印で示したように、英語も日本語も言語である

のだから、状態の事象は状態の表現で、過程の事

象は過躍の表現で、行為の事象は行為の表現でこ

とばにされると考えるのは自然であるし、実際そ

うした共通部分が多いはずで、ある。 34つまり、たと

えば、状態の事象を英語でBEのタイプの表現を

するのであれば、日本語でも関じ事象をアルで表

現する場合が多いということである。問題は、対

応がずれる場合である。たとえば、 (42)で見た事

実は、英語の DOに対して日本語ではスルではな

くナルが対応する場合である。 (43)の図式を用い

ると、次のように破線の矢印で示すことができょう。

(44) 状態 過程 行為

英 BE BECOME DO 
F曹

な な♀
畠ピ

日アル ナル スル

これは、 (40)で見た日英語の「なるjと「するj
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の違いであり、多くの文献で指摘されてきたずれ

に他ならない。紙i磁の都合で多くの併を見ること

ができないが、たとえば、知覚動認の場合を見て

みよう。 臼本語の撹党に対応する英語表現は see、

look、watchなどであるが、「昆える」という場合

はナノレ表現と考えられる。これには seeだけが対

応する。同様に聴覚の listen、hearの中でhearだ

けが「聞こえるjのナル表現に対応する。そのた

め、たとえば、 fサラダ記念日jにある (45a)の「開

くJはスル表現でありそこに短歌のおもしろさも

あるのであるから、英語の対訳(45b)ではおかし

いということになる。 35

(45) a. 電話からすこし離れてお茶を飲む

聞いてないよというように飲む

b. My father sitting/a hort distance from 

the phone，/ over his tea. 

Drinking as if he is not/hearing a sin-

gle word. 

また、次の例もナパ/と DOの対応であると考えら

れるかもしれない。

(46) a.彼女はいい奥さんになるだろう。

b. She wi1l make a good wife. 

この用法のmakeは i-になるjの意味で辞書記

されるが、使役の地動詞としてのmal出 (DO

現)の再超目的語が落ちて自動詞化した沼法と

る説もある。さらに、無生物主語になって、 Wood

makes a good fire.になると、 DO表現に近いと

感じられる。

さらに、状態を示す日本語のアル文が英語では

DO表現になる場合を見てみよう。

(47) 状態 過程 行為

英 BE BECOME 学DO

立オ}-ーな
各一'

日アル ナル スル

この場合が日本語のウナギ文円支はコーヒーだ。J

である。(この;場合はいわゆる間定文であり、「状

態jであると考える。)文脈によ t)いろいろな内容

を表すことができる。典型的には、 1would like to 

have coffee.であろう。(ただし、

のは先生だ。jの意味での

りたい

jは1want 

to be (come) a teacher.と BECOMEの構文に対

応する。)ここで注目すべきは、円支はコーヒーだ。j

をアルの発想で "1am coffee.としてしまうので

はなく、構文の転換をして、適切な英語表現とす

るということである。さすがにこうした誤用は少

なくなっているとは忠われるが、日本語のアルの

発想を英語では DO(または BECOME)に変える

必要があるということを示している。

逐語訳に見られるように、日本語と英語を l対

1対応として組定したものとする誤解を解いて、

表現がうまく対応しないj品会は構文の転換をする

必要性があることを知るということは重要である。

依然として教育現場に見られる、英語から日本語

への意味のない笹き換えから脱却できる視点を持

てるようにしたい。それぞれの言語の発想の傾向

を理解することができれば、英語の発想を意識し

た表現への転換も容易になると考えられる 036

7. 

本稿では、非対格性という英語の動認の特徴に

目し、日英語の表現に見られる発想の遠いを知

ることが英語教育に役立つということを論じてき

た。「するJと「なるJの観点はどちらの言語にも

存在する。;羽題l土、表現する際の傾向(好み:pref-

erence)の問題である。多くの文献で英語が「す

るj型、日本語が「なるJ~lであることが示され

ているが、すでに述べたように、これは程度の開

題であり、表現方法自体は連続したものと見るべ

きであろう。それぞれの言語でどこに表現の視点

を霞くかで表現の傾向が出てくると考えるべきで

ある。そのような理解に立って英語によるコミュ

ニケーションをはかることは、柔軟な対応を可能

にすると思われる。第6節で試験的に示した構文

の転換はそのための一方策である。

。
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3この内容を きないことはよく匁1

られている。“How many presidents were 
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there before Kennedy?"も③に基づく尋ね方に

なる。

4 Ellis (1997)参照。

5③の談話能力の必要性については、田中(1993

b)で詰命じている。

6安井 (1973)の中の「文型の概念とその問題点J

と池上 (1991)のゅの「いわゆる「五文型jの

不十分さJの議論が参考になる。

7たとえば、 Quirk飽 (1985)、研究社 f英和中

辞典j第 5版 (1985)、大修館書鹿 fジーニアス

英和辞典j(1988、1994) などである。

8端文のもつ文型の意味の差については Tana‘

ka (1993a: 32) を参照。

9安井 (1995: 107)によると、 510という無視で

きない数になっている。

10関係文法の枠組みでは非対格動詞 (unac-

cusative verb)、Burzio(1986)のGB理論の枠

組みでは能格動詞 (er・gativeverb) と11乎ばれ、

用語が整理されていない。また、あとで見るよ

うに、影山 (1996: 140-178)では、非対格動

詞と能格動誌を区別する必要があると論じられ

ている。

11 Permutter (1978: 162-163)から一部を引

用。

12 1能格 (ergative)Jとは、もともと、能格型

おいて地動詩文の自的語と自動詞文の主

語が向ーの絶対格(absolutive)になる場合の他

動詩文の主語が示す格を指す。

13註9で見たように、 500以上にのぽる。

14影山 (1996:179)から。

15 There i構文と非対格性については、三原

(1998)、影山 (1993)、高見・久野 (1999)

での議論を参照。高見・久野 (1999)は、 there

構文の動詞が非対格自動誌に限られるという仮

定は間違いであるという反証をしている。

16これらのデータは Bright(1992: 241)によ

る。さらに、イタリア語には間接辞化の現象等

があり、非能格と非対格の動詞の対比をより明

確に示す。詳しくは Burzio(1986: 20ff)を参

照。

17註15を参照。

18 Be動認の場合は、第2文型SVCと対応、づけ

ることになろう。

(i) a is a unicorn. 

b. There is a unicorn. 

(ii) 丸一一 arepeople sick. 

b. There are people sick. 

cf. People are sick. 

19 SVOCとすると、襟準的な SVOC構文とのズ

レが生じる。田中 (1993a)の議論参照。

20結果の述語は、次の付帯的な述誌とは区別さ

れる。

(i) a. Mary left the room angry. 

(Maryは怒ったまま出ていった。)

b. J ohn ate the meat raw. 

Oohnは向を生で食べた。)

Angry、rawは記述述語で1-の状態で」という

付帯状況を表し、それぞれ主語と日的語にか

かっている。

21この文のような再帰形を探似再帰形 (fake

reflexive) と日乎ぶことがある。

22本文で、扱っていない現象については、 Burzio

(1985)、Levinand Rappaport (1995)、影山

(1996)等を参照されたい。

23 Levin and Rapoport (1995: 150)から引用。

24 1英語では日本語に比べて Yes、Noをはっき

り言う。」など、 misleadingな指摘も多い。

おそれぞれ、次の表現が適切であろう。

(i) a 1'11 get a driver's license. 

b. Please go ahead./ After you. 

26 '.ll用は p.xxixから。辞典の記載は V-ERG

の表示になっている。

27特に、荒木(1980)、安西(1983)、池上(1981)

を参照されたい。

28 1原開中心J:1結果中心J、「うちJ:1そ

と」、「儲人J:1全体Jなど、地にも多くの因子

を考慮するべきであるが、ここでは言語に基づ

く発怨の考察をしていることに注意されたい。

文化や憤留に基づく発想、の違い、とくにコミュ

ニケーションの不成立の議論は多い。
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29出典は Char担s前.Schulz 1970 

Goodnight Sη00ρyから。 Lucyの台認。

you are ingorant of theology and medicineと

文の形に読み解くことができる。江川 (1991: 

30ff)は、このような名問中心の表現を「名認構

文Jと呼んで詳しく扱っている。また、学校英

文法におけるこの構文の取り扱いが不…r分であ
るとのす言摘がある。

30 Ellis (1997)で論じられている中部言語(inter嶋

language)からの接近も可能であると思われ

る。

31ひとつの構文現象だけでは言語の比較対照に

は不十分であるという批判があるかもしれない。

また、日本語の考察が不足していることも認め

なければならない。しかし、非対格性と関係す

る英語の動詞の仕組みから、日英語の表現につ

いて体系的な違いがあるという示唆を得られた。

つまり、地動詞は一応置いておくとして(他動

語表現についても、日英語に;蓄、味の差がある可

能性がある。特に龍役の意味合いは日英語で違

いがありそうである。)、英語の自動詞表現がそ

のまま日本語の自動詞表現に対応するものでな

いという示唆である。

32詳しくは中右 (1994: 310ff) を参照された

し、。

33この関係づけは試験的なものである。文型な

どの形式と意味がどうかかわるのかを示す必要

がある。DO表現に SVOの構文がさ当てはまると

は眠らない。たとえば、 SVOのJohn resembles 

his father.は状態 (BE)を表している。ここに

は、他動(詞)性と行為の対応がどうなってい

るかという問題がある。

34そうでなければコミュニケーションがそもそ

も成り立たないはずで、あり、翻訳なども不可能

になる。しかしながら、たとえば、 BEとアルで

それぞれの言語で位置づけられた違いがある場

合がある。所有を表す場合が女子例である。

(i) a. この部屋には窓が3つある。

b. This room has three windows. 

(ii) a. Johnには 2人の子供がいる。

b. J ohn has two children. 

「持っているjという意味の haveは状態を表

し、英語で所有を表す典型的な表現である。こ

れに対して、日本語ではドこの部屋は 3つの窓、

を持っている。」などとは言えず、アル発想、で表

現される。ただし、 (40)の対比で見たように、

形式的には日本語は SV、英語は SVOとなって

いる。

35ピーターセン (1990: 133)で論じられている

慨を借用。ちなみに新しい英訳は次のように

なっているとして引用されている。

Moving awa町yfrom the t怯elephone/he児es討ip戸shis 

tea as i汀ftωo s鴎ayげ/'“‘τ'I'mnot list詑er凶1吋ing.'

3臼6註の3お3でi述主べているように、ここで用いた関

式化は試験的なものに過ぎないので、文型の対

応などを今後検討したい。
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